
各地区電友会だより（山形）

実剣に寄書羞7異議なしで－す（芙）

支部会長・役員の皆さん

27

ホールインワンゲームを楽しむ

前年優勝の菅井選手ハッチリ決まりました

山
形
　
∵
㌦
．

◆
山
形
支
部

＼
こ

◎
電
友
会
山
形
支
部
理
事
会
開
催

㌧
卜
な
協
議
内
容
等
は
次
の
通
り
で
す

1
　
平
成
2
7
年
度
の
活
動
枢
里
‖

2
　
ヅ
成
鱒
年
度
の
活
動
訂
画

骨
新
規
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

2
．
各
地
は
に
お
け
る
文
化
講
演
会
の
開
催

訃
第
1
9
回
山
形
支
部
交
流
グ
ラ
ン
ト
コ
ル
フ
大
会
の

開
催

1
他
地
域
と
の
交
流
大
会
へ
の
支
援

5
H
T
T
と
の
定
期
連
絡
協
議
会
の
開
催

6
H
T
T
－
O
B
芸
術
作
品
展
の
闇
値

T
　
「
熊
本
地
震
被
災
者
へ
の
義
接
令
」
　
の
取
り
毒
I
l
み

◎
第
1
9
回
山
形
支
部
交
流
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
入
会

開
催
今
年
度
は
、
初
め
て
鶴
岡
の
櫛
引
総
人
目
運
動
公
園

に
お
い
て
、
県
内
8
地
区
7
6
名
の
選
手
が
参
加
し
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
山
形
支
店
の
和
田
課
長
か
ら
激
励

の
お
一
言
葉
、
ま
た
、
開
催
地
電
友
会
鶴
岡
の
松
旧
会

長
か
ら
歓
迎
の
お
言
葉
と
地
．
几
紹
介
の
お
請
を
い
た

な
り
ま
し
た
、

入
会
の
ネ
1
－
照
準
は
以
卜
の
と
お
り
で
す

同
体
賞
　
優
　
勝

準
優
勝

男
．
十
個
人
優
　
勝

女
手
個
人
優
　
勝

＝
円
山
川
ク
ラ
フ

霞
城
ク
ラ
フ

付
目
ク
ラ
フ

龍
城
ク
ラ
ブ

秋
久
保
　
胱

木
村
キ
、
不
仁

た
き
ま
し
た
r

あ
い
に
く
哨
れ
た
り
両

が
降
っ
た
り
‖
ま
く
る
し

く
変
わ
る
大
便
で
し
た
が

人
気
に
と
ら
わ
れ
ず
、
仝

‥
H
が
元
気
は
つ
ら
つ
笑
顔

が
絶
え
な
い
・
父
流
人
ム
と

◆
霞
城
ク
ラ
ブ

◎
花
笠
踊
り
の
着
付
支
援

兄
の
㍑
小
仙
ハ
「
山
形
‖
化
“
し
い
一
ま
つ
り

は
ボ
‖
‥
6
日

左
候
に
虐
ま
れ
N
T
T
グ
ル
ー
プ
と
し
て
2
5
0
名



各地区電友会だより（山形）

大汗前の素敵な皆さんです
（大変でした）

ヱボ

君付けも決まりヤノショウ・マカショウm

次回は団体優勝77
決めようぜ・・ヨシ

英努1勝負の長考で　奥の手がありました

が
参
加
し
ま
し
た
」

非
や
か
な
‖
演
者
の
、
正
調
・
列
踊
り
・
傘
回
し

な
と
そ
の
踊
り
手
に
ふ
さ
わ
し
い
着
付
け
や
化
粧
を

担
当
し
た
の
が
、
私
達
O
G
仲
間
に
わ
で
す

1
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好
会

6
月
2
日
開
催
の
退
職
者
の
会
県
大
会
に
お
い
て

団
体
で
準
優
勝
、
女
「
個
人
で
は
優
勝
、
叩
優
勝
を

獲
得
す
る
な
ど
、
人
成
果
を
お
さ
め
た
　
ま
た
、
川

月
1
3
日
開
催
の
電
友
会
県
大
会
に
お
い
て
は
、
E
休

で
準
優
勝
、
女
子
個
人
で
は
、
優
勝
、
準
優
勝
を
獲

得
す
る
な
ど
し
た
が
、
両
人
会
で
の
優
勝
は
、
来
年

度
に
獲
得
で
き
る
よ
う
、
㍑
術
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
た
い
。
な
お
、
今
年
度
の
大
会
競
投
の
結
果
は

次
の
通
り
で
す
。

・
第
1
回
大
会
　
（
5
月
2
6
日
人
前
G
G
〉

優
勝
　
鏡
　
　
俊
雄
　
　
準
優
勝
　
志
鎌
　
明
√

∴
射
2
回
大
会
　
（
6
月
9
日
み
は
ら
し
の
丘
G
G
一

優
勝
　
中
川

第
3
回
大
会

優
勝
　
中
川

第
4
回
大
会

優
勝
　
小
龍

第
5
回
大
会

優
勝
　
小
林

第
6
同
人
会

優
勝
　
高
橋

正
誠
　
　
準
優
勝
　
浅
海
　
小
…
心
夫

（
7
月
7
日
あ
は
ら
し
の
丘
G
G
〉

正
義
　
　
哩
優
勝
　
菊
地
　
欣
一

（
7
月
2
8
日
み
は
ら
し
の
丘
G
G
一

盛
啓
　
　
準
優
勝
　
小
龍
　
充
垂

（
8
月
2
5
日
み
は
ら
し
の
丘
G
G
一

民
労
　
　
準
優
勝
　
木
村
キ
ネ
「

二
川
月
6
日
み
は
ら
し
の
丘
G
G
）

ト
ミ
　
　
準
優
勝
　
伊
東
　
瀞
汗

②
囲
碁
友
の
会

・
囲
碁
対
局
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

介
護
老
人
保
健
施
設
「
フ
ロ
ー
ラ
さ
い
せ
い
」
　
で

の
対
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
平
成
2
8
年
度
上
半
期
の
参

き
り
り
と
前
飾
っ
て

出
陣
式
を
済
ま
せ
、
先
頭

集
川
と
し
て
人
ム
場
へ
・
回

カ
う
妻
に
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
O
G
仲
間
へ
、
山

形
支
店
よ
り
感
謝
の
＝

葉
を
頂
き
ま
し
た
〔

◎
サ
ー
ク
ル
清
動

本
車
∵
に
ご
苦
労
様
で
し
た
｛

加
延
人
目
は
2
6
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

比
口
の
老
友
が
テ
ィ
サ
ー

ヒ
ス
に
来
一
所
し
た
の
に
Ⅲ

会
う
こ
と
が
あ
り
、
忠
わ

す
挙
丁
の
あ
い
さ
つ
を
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す

端
午
度
第
ワ
】
回
大
会

R
H
3
日
、
O
B
サ
ロ
ン
、

沌
名
参
加

優
勝
　
L
n
…
桁
　
公
夫
　
　
準
優
勝
　
滝
∫
＝
　
邦
夫

2
0
回
束
北
南
3
県
親
膏
囲
非
人
へ
ム

9
日
1
5
日
　
人
草
温
泉
「
い
ち
ら
く
」



各地区電友会だより（山形）

南三県強者達・良い顔していますね～

皆ての写真会も絵になりますね

ユリ

市民屡入質作品（夜空が素敵です）

ルールの説明・OK早く実践を

A
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
塚
本

準
優
勝
　
日
加
本

B
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
入
澤

準
優
勝
　
高
塚

C
ク
ラ
ス
　
優
　
勝
　
里
森

準
優
勝
　
斎
藤

‖
嶺

華
美
視
夫

・∴卜、」叫

二
日
城
〉

二
日
城
一

（宮城）
（宮城）

（
福
内
局
一

（山形）

し
人
目
い
損
影
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す

な
お
、
参
加
人
員
は
1
7
名
で
し
た
。

勅
閲
の
八
両
紋
日
　
（
5
月
、
7
日
、
9
日
一
を
加
え
て

冥
施
し
て
き
ま
し
た
一

雀
従
の
仲
間
か
ら
「
脳
の
活
性
化
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
更
に
進
め
て
健
旭
維
拓
、
ふ
さ
を
保
つ
た

め
1
年
に
回
ヤ
ろ
う
と
＝
う
詔
も
〓
て
い
る
状
況
て

す
　
そ
れ
て
は
、
却
勺
の
成
緋
を
掲
接
し
ま
す

・
第
1
回
一
5
月
端
‖
一

優
　
勝
　
小
鬼
　
充
串
雀
士

準
優
勝
　
召
＝
瞑
　
　
′
冗
雀
上

・
第
2
回
一
7
日
コ
‖
〉

優
　
勝
　
佐
雌
　
　
党
雀
上

準
優
勝
　
小
触
　
允
れ
雀
士

∴
弟
3
回
　
（
日
日
2
4
日
）

ま
た
、
8
月
の
山
形
市

民
V
l
・
√
ハ
展
で
は
、
人
骨
〓
1

名
、
・
人
選
1
わ
を
川
上
童

し
た
　
史
に
、
日
月
聞
催

の
　
1
第
3
回
霞
城
ク
ラ
ブ

‖
ム
術
日
日
州
展
」
　
に
・
回
け
て

州
月
卜
旬
い
い
は
人
仙
南
へ

甘
N
T
T
－
O
B
写
真
ク
ラ
ブ

3
月
の
総
会
以
降
、
4
月
は
八
日
城
県
の
柴
〓
町
へ

桜
の
撮
影
会
、
6
月
は
小
国
町
へ
所
縁
の
縦
形
会

等
々
実
施
し
な
が
ら
、
毎
日
の
例
会
で
成
果
を
批
骨

1
・
旧
で
秤
目
阿
木
揖
影
会
を
か
両
し
な
が
・
ソ
芸
〓
一
同
楽

し
ん
で
お
り
ま
す

右
麻
雀
＆
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

発
足
、
レ
一
時
は
イ
ン
ト
ア
期
m
∵
日
月
1
3
日
一
ま

で
の
5
ケ
月
間
で
し
た
が
、
㍗
隼
か
ん
ア
ウ
ト
ト
ア



各地区寵友会だより（山形）

▲・．▼－■

今日も参加者多く・優勝無理かな～

これでいいへか～～いいんてね

研修で古布の作品展見学へ　記念写真

1日

優
　
勝
　
原
〓
　
竹
弘
省
仁

準
優
勝
　
岡
崎
　
」
‥
冗
▲
智
上

－
け
な
な
か
ま
ど
会

今
期
も
日
日
の
＝
服
終
例
会
を
城
す
の
み
レ
エ
′
ご
り
ま

し
た
㌧
　
H
隼
の
第
7
回
大
会
か
涌
市
2
G
U
ハ
〓
回
目
の

例
会
閏
催
と
な
り
、
3
0
C
回
目
の
例
会
閏
催
が
〓

▲
肌
で
す
L
　
会
〓
ハ
の
皆
様
が
甚
六
に
楽
し
く
コ
ル
フ
を

続
け
、
記
念
大
会
を
迎
え
ら
れ
る
様
∴
改
め
て
・
、
＝
い
。
哉

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た

今
年
皮
の
例
会
成
績
は
、
次
の
浦
て
り
で
十

・
第
1
回
例
会
　
へ
通
砕
片
2
■
J
4
回
一

夫
l
、
W
C
C
　
（
1
日
2
5
日
参
加
音
調
名
一

優
勝
　
ハ
帰
、
裁
祐
　
　
準
優
勝
　
川
本
・
羊
．
H

∴
第
2
回
例
人
ム
　
（
通
算
り
〕
5
5
回
）

蔵
仁
c
c
　
■
二
1
∴
〓
J
H
H
参
加
音
3
6
名
〉

優
勝
　
新
山
‥
古
r
l
′
沼
　
　
津
優
勝
　
春
－
1
1
谷
　
悦
〓

・
第
3
回
例
会
　
（
通
算
り
〓
J
6
回
一

人
H
H
「
声
し
　
〈
6
＝
訓
〓
参
加
帯
封
れ
）

優
勝
　
赤
塚
　
森
造
　
　
川
優
勝
　
佐
藤
　
巾
い
∠

∴
弟
1
回
例
人
ム
　
∴
通
れ
リ
〓
J
7
日
－

ニ

ュ

ー

フ

ラ

ノ

サ

ム

G

C

へ
↑
∴
日
用
〓
参
加
舌
禍
名
一

優
悌
　
鈴
木
　
奔
放
　
　
準
優
勝
　
菊
地
　
力
二

∴
弟
5
回
例
会
　
へ
適
舅
ワ
J
5
8
回
）

山
形
G
C
 
T
R
り
γ
〓
参
加
賞
5
3
名
一

優
勝
　
鏡
　
　
俊
排
　
　
準
優
勝
　
仙
H
H
　
郁
∵
人

＊
鏡
さ
ん
が
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ー
ト
を
記
録
し
ま
し
た

・
第
6
回
例
会
　
へ
通
仙
晶
2
5
9
回
）

さ
く
ら
ん
は
c
c
　
（
q
∴
H
J
柏
‖
参
加
考
3
3
名
）

優
勝
　
山
本
　
菖
悼
　
　
準
優
勝
　
横
目
　
H
へ
〓

・
第
7
回
例
会
　
（
通
算
2
6
0
回
）

宮
城
蔵
千
c
c
　
（
1
0
月
7
日
参
加
賞
封
■
れ
）

優
勝
　
佐
藤
　
　
博
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
伴

仙
射
8
阿
＝
収
終
例
会
と
納
会
を
日
日
8
日
に
閤
催
し

人
′
午
度
の
行
車
を
終
了
し
ま
す

絹
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
布
紗

毎
月
の
例
会
は
、
サ
ー
ク
ル
員
の
作
品
を
個
々
∴
∴

壁
に
貼
っ
た
り
、
…
加
の
卜
に
広
げ
て
意
見
を
出
し
た

り
、
色
人
目
い
の
良
さ
や
ア
イ
テ
ィ
ア
の
素
晴
ら
し
さ

を
見
た
り
し
な
が
ら
2
時
間
余
り
を
熱
心
に
学
習
し

ま
す
。
ノ日
月
に
は
3
回
日
の
O

B
作
品
展
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力
作
を

製
作
中
で
す
一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
1
0
0
枚
の
清
拭
タ

オ
ル
を
サ
ー
ク
ル
会
員
で



各地区電友会だより（山形）

i′・

rこ‾J

t友会

鈴木支部長こ祝辞

長寿賀詞の林さんと佐藤さん

古川支店長もこ一糟に懇親会の1

無聖霊料幸二
さわやかな青空のもと
みんなでクリーン作戦

縫
っ
た
り
、
県
日
の
見
乍
や
東
根
市
ま
で
　
『
古
布
の

日
日
…
展
』
を
兄
に
行
っ
た
り
と
、
例
会
に
出
て
く
る

こ
と
は
体
の
健
康
の
た
め
、
頭
の
作
操
の
た
め
、
心

の
リ
フ
レ
ノ
シ
ユ
の
た
め
と
楽
し
み
を
見
つ
け
な
が

ら
や
っ
て
お
り
ま
す
．

◆
酒
田
電
友
会

◎
定
期
総
会
開
催

ヤ
成
却
年
度
の
桶
川
小
皿
友
会
定
期
総
会
が
6
月

9
日
「
カ
ー
テ
ン
パ
レ
ス
み
ず
ほ
」
　
に
於
い
て
射
れ

l

の
参
加
に
よ
り
閃
催
さ
れ

ま
し
た
。

口
頭
、
平
成
2
7
牛
皮
に

8
名
の
会
日
が
」
く
な
ら

れ
た
こ
と
か
ら
こ
冥
福
を

お
祈
り
し
て
黙
・
帽
を
撞
け

橋
会
長
を
議
長
に
避
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た

平
成
2
7
年
度
の
事
業
報
告
、
平
成
2
8
年
度
事
業
計

画
の
各
原
案
を
審
議
し
た
結
果
慮
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
酒
を
飲
み
か
わ
し
、
官
は

最
高
潮
！
酒
田
お
ば
こ
の
歌
声
に
古
川
山
形
支
店
止

も
交
わ
り
、
楽
し
く
賑
や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た。◎
N
T
T
ク
リ
ー
ン
作
戦

今
回
で
3
1
回
目
を
数
え
る
　
「
み
な
と
酒
田
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
お
し
ん
レ
ー
ス
」
　
の
主
会
場
と
な
る
溝
川

■
　
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
電
友
会
山
形

支
部
長
の
鈴
木
梯
か
ら
は
地
元
主
催
の
防
災
訓
練
隼
r

に
棋
極
的
に
参
加
し
、
災
害
に
備
え
る
意
識
の
随
戊

が
必
要
で
あ
る
こ
と
■
　
N
T
T
東
日
本
山
形
支
店
長

の
古
川
様
に
は
支
店
の
動
向
に
つ
い
て
、
退
職
者
の

続
い
て
高
橋
会
長
か
ら
　
「
人
牛
を
楽
し
く
生
き
る

た
め
、
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
　
（
人
r
U
桐
事
が
あ
る
）
　
と
キ
ョ

ウ
イ
ク
　
へ
人
・
〓
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
）
」
　
が
大
切
〓
‥

と
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

良
寿
の
賀
詞
で
は
米
左
　
（
武
‖
鉱
「
撲
、
一
▲
浦
－

代
女
様
）
　
傘
寿
　
｛
佐
藤
十
悦
様
、
林
凱
「
様
一
1
わ

の
皆
様
が
大
形
さ
れ
、
米
寿
の
り
」
名
が
都
人
目
に
よ
り

会
酒
m
地
区
協
議
人
▲
ム
長
の

菊
地
柿
か
ら
咋
さ
が
い
垢

候
群
に
な
ら
な
い
よ
う
程

桁
的
に
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
参
加
を
ー
と
こ
祝
杵

を
裁
き
ま
し
た

総
会
は
恒
例
に
よ
り
高
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集めたゴミは次から次へトラソクへ

酒田鶴岡交流会

jコ

ここはとういうふうに操作するの7

数河の池自然の森

北
港
人
一
浜
岸
（
多
H
的
ク
ラ
ン
ド
）
　
の
清
掃
が
＼
T

T
、
閑
適
会
社
、
N
T
T
O
B
に
よ
り
開
催
日
前
日

の
6
月
目
口
冥
施
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
爽
や
か
な
青
空
の
も
と
封
名

が
参
加
し
、
清
掃
面
棋
約
1
万
。
m
を
1
時
間
、
生
め

、
ノ
の
操
作
方
法
を
体
験
し
ま
し
た
し

た
ゴ
ミ
の
口
裏
は
2
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
に
1
台
あ
り
ま
し

た
　
入
会
は
翌
日
、
円
‖

北
港
大
浜
岸
の
整
備
さ
れ

た
自
然
景
観
の
な
か
で
各

選
手
が
力
を
振
り
絞
二
し

自
分
の
限
界
に
挑
み
ま
L

た。◎
「
N
T
T
サ
ー
ビ
ス
節
介
」
の
開
催

8
月
2
9
日
「
電
友
会
」
と
「
退
職
者
の
会
」
共
催

で
2
0
名
の
参
加
に
よ
り
N
T
T
庄
内
営
業
所
サ
ロ
ン

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
形
支
店
の
皆
さ
ん
の
ご
指
／
糧

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
種
類
の
説
明
や
、
ア
イ
バ
ノ

ド
に
よ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
、
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

三
サ
ー
ク
ル
活
動

1
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
天
川
昭
雄
杯
春
季
大
会

｛
6
月
2
3
日
　
ス
ワ
ン
G

は
晦
　
渡
部
　
し
ん

錆
木
光
祐
杯
へ
7
月
2
8

日
　
喜
遊
佐
G
・
G
会
場
）

■
“
．
′
へ
　
淳
　
前
日
　
哲
夫

華
は
藩
　
小
松
　
貞
之

・
大
川
紹
建
杯
秋
季
大
会

ご
り
目
∴
け
〓
　
ス
ワ
ン

G
・
G
会
場
）

G
会
場
）

準
優
勝
　
小
松
　
貞
之

会大県流交部支形山

優
勝
　
自
肌
　
邦
彦
　
　
塗
優
勝
．
一
－
浦
　
愛
「

∴
潤
皿
、
鶴
岡
交
流
親
書
ケ
ラ
ン
ト
コ
ル
フ
大
会

（
9
月
2
9
日
　
前
日
野
‖
「
ひ
た
ま
り
」
G
G
会
場
）

優
瞳
　
小
松
　
真
之
　
　
準
優
勝
　
削
蝿
　
哲
夫

・
電
友
人
ム
山
形
支
那
交
流
ク
ラ
ン
ト
コ
ル
フ
県
大
会

（
1
0
月
1
日
日
日
…
税
引
総
合
運
動
公
㈲
G
G
会
場
）

②
N
T
T
・
O
B
囲
碁
愛
好
会

こ
こ
う
す
け
杯
こ
疋
爛
大
会
　
ヤ
成
2
8
隼
8
月
1
日
）

場
一
項
　
＼
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン

参
加
肯
　
漕
H
1
　
8
名

優
　
勝
　
堀
　
征
蹄
　
　
　
咋
優
勝
・
帆
桁
　
登

毎
週
　
（
水
）
　
（
1
）
　
の
午
後
O
B
サ
ロ
ン
で
対
局

研
修
、
県
交
流
入
会
　
（
平
成
卯
年
日
月
7
日
楢
川
市

で
開
催
）
　
に
向
け
研
修
中
で
す
し

榔
N
T
T
・
O
B
歩
こ
う
会

・
鳥
海
山
麓
「
数
回
　
（
す
こ
う
）
　
の
池
」
散
策

「
春
の
歩
こ
う
会
」
が
6
月
3
日
晴
夫
の
も
と
「
放

河
（
す
こ
う
）
の
池
」
　
に
2
4
名
が
参
集
し
ま
し
た
　
人
′

隼
は
男
刊
が
女
性
を
ヒ
回
り
ま
し
た

「
放
河
『
す
こ
う
）
の
旭
」

は
開
拓
民
の
た
め
、
‖
渾
瀾

朋
の
溜
池
と
し
て
作
ら
れ

た
広
さ
4
0
0
c
 
m
の
人

に
の
池
で
す

池
を
．
川
し
た
あ
と
は

楽
し
い
お
弁
当
会
で
す
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鶏兜山頂にて

そ
の
後
、
「
鳥
海
イ
ヌ
ワ
シ
未
来
館
猛
缶
セ
ン

タ
ー
」
を
見
学
、
職
員
の
万
か
ら
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
態

や
特
徴
そ
し
て
生
活
環
境
の
脱
明
を
受
け
ま
し
た
．

改
め
て
鳥
海
の
豊
か
な
∩
然
を
感
じ
取
っ
た
行
事
で

し
た
■
」

5
月
は
2
回
、
6
・
7
月
各
1
回
と
順
調
に
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
［
者
い
8
月
を
回
避
し
て
、
ま
た
9
＝

か
ら
三
吾
山
、
1
0
月
は
ド
ッ
コ
沼
に
出
か
け
て
、
封

葉
真
っ
盛
り
の
蔵
王
の
秋
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た

ノ
】
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
　
5
日
1
4
日
（
参
加
者
柏
名
）

園
て
公
に
定
沼
国
コ
王

ノ
栽
ト

優
勝
　
鹿
俣

旦
6
月
例
月
大
会

優
勝
　
和
凹

④
7
月
例
月
大
会

優
勝
　
本
田

⑤
8
月
例
月
大
会

優
勝
　
本
旧

6
9
＝
例
月
入
会

優
勝
　
遠
僻

祥
一
　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
　
肇

6
月
1
7
日
　
（
参
加
者
1
6
れ
）

義
雄
　
　
叩
優
勝
　
遠
藤
　
安
昭

7
月
1
2
日
　
（
参
加
芳
川
一
名
）

苦
境
　
　
準
優
勝
　
遠
藤
　
安
昭

8
月
1
2
日
　
（
参
加
者
1
4
れ
）

上
目
廣
　
　
準
優
勝
・
埋
藤
　
安
昭

9
月
1
7
日
＝
｛
参
加
者
1
4
名
〉

安
昭
　
　
準
優
勝
　
佐
藤
　
　
肇

◆
上
山
電
友
会

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

・
か
か
し
会

1
月
中
旬
の
稚
塚
山

ウ
ォ
ー
ク
を
皮
切
り
に
、

◆
電
友
会
お
い
た
ま

雷
サ
ー
ク
ル
捕
動

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

半
成
封
年
度
　
（
L
期
）
　
の
溝
動
状
況

1
二
定
例
総
会
　
4
月
［
仙
〓
　
N
T
T
・
O
B
サ
ロ
ン

（
出
席
者
1
4
名
〉

‥

端
午
で
1
2
回
H
と
な
る
中
戦
友
会
東
北
3
地
区
P
G

愛
好
会
　
〈
古
川
、
小
牛
m
、
お
い
た
圭
一
の
L
父
流
人

会
を
　
「
電
友
会
お
い
た
ま
P
G
受
付
人
亡
　
が
幹
車
と

な
り
9
月
6
日
、
飯
豊
町
の
　
「
〓
川
湖
P
G
場
」
　
で

開
催
し
ま
し
た
∵
入
会
前
日
ま
で
ム
〓
凧
、
秋
雨
前
線

の
影
郷
＝
で
開
催
で
き
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
参
加

考
皆
さ
ん
の
気
合
で
無
事
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た

入
会
後
の
表
彰
式
で
は
古
川
O
B
パ
ー
ク
コ
ル
フ

愛
好
会
が
地
元
米
i
尺
を
振
り
切
り
川
作
優
勝

ま
た
、
古
H
の
佐
藤
義
重
さ
ん
　
（
約
歳
｝
・
地
目

措
介
さ
ん
　
（
折
渡
）
　
の
は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
さ
れ
る

妻
に
、
参
加
さ
れ
た
力
は
告
さ
を
頂
き
、
お
二
方
は

判
別
賞
「
人
′
日
の
ヒ
ロ
イ
ン
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

懇
親
会
で
は
1
年
ぶ
り
の
再
会
と
、
今
大
会
の
川

件
優
勝
と
お
一
．
力
の
前
回
き
な
バ
ー
ク
コ
ル
フ
へ
の
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ホテルの前でみんな笑顔で

り

秋恒例のいも貴会

思
い
の
話
で
大
い
に
成
㌣
ソ
上
が
り
ま
し
た

◆
電
友
会
長
井

◎
恒
例
の
1
泊
旅
行

電
友
会
長
井
恒
例
の
1
狛
旅
行
を
鱒
年
は
盛
岡
市

の
　
「
さ
ん
さ
踊
り
」
を
メ
ー
ン
と
し
、
途
中
「
中
尊

寺
」
「
t
越
寺
」
を
兄
や
　
宿
泊
は
つ
な
き
＝
阻
泉
の

紫
苑
　
1
1
し
め
の
夕
食
を
済
ま
せ
、
さ
ん
さ
踊
り
を
見

学
、
躍
動
感
溢
れ
る
人
鼓
と
囲
い
に
感
動
し
ま
し
た

今
後
も
継
続
し
て
行
き
た
い
と
‖
心
い
ま
す
〔

（
こ
サ
ー
ク
ル
活
動

1
I
T
サ
ー
ク
ル

9
月
に
会
報
4
号
を
発
行
し
　
「
歩
こ
う
会
」
　
「
ク

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
の
楳
ト
を

お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、
今
後
の
計
画
も
記
接
さ
れ

て
お
り
会
員
の
方
々
に
大
変
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す

ま
た
今
産
は
年
臼
状
作
成
の
講
習
会
を
計
両
し
て
お

り
ま
す
■

2
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
パ
ー
ク
）
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

加
し
ま
し
た
　
成
績
は
ま
す
ま
す
で
し
た
が
会
場
が

遠
い
車
も
あ
り
、
‥
削
・
旧
を
▼
二
＼
車
H
の
海
の
辛
を
沢

山
た
べ
て
、
大
満
足
で
し
た

≠
歩
こ
う
会
サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル
で
は
隼
4
回
の
活
動
を
立
て
、
5
月
、

6
＝
、
9
月
の
3
回
冥
施
、
4
回
日
は
秋
恒
例
の
河

原
で
の
い
も
煮
会
を
川
月
8
日
に
計
画
し
ま
し
た
が

あ
い
に
く
の
雨
で
公
民
館
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
が
鱒
わ
と
今
ま
で
の
日
収
高
に
な
り
、
釣

り
が
趣
味
の
人
は
ア
ユ
を
、
狩
猟
を
や
っ
て
る
人
は

熊
肉
の
し
く
れ
孝
を
捉
供
し
て
く
れ
て
大
変
・
美
味
し

く
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た

山
彬
県
支
流
の
ク
ラ
ン
ト
コ
ル
7
人
人
ム
が
、
州
＝

日
日
に
鶴
岡
巾
櫛
引
で
昭
々
雨
が
降
っ
て
く
る
左
′
武

の
申
一
㌧
は
あ
り
ま
し
た
が
、
に
丹
か
ら
は
7
竹
か
妾


